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第４ 職業訓練実施上のポイント 

 

１ 職業訓練実施にあたっての障害特性の把握について 

（１）障害特性を把握する目的 

 精神障害者の職業訓練を実施するにあたっては、「第１ 障害特性及び配慮事

項について（P.１～）」及び「第２ 受入れ準備のポイント（P.28～）」で述べた

ように、個々の状況に応じたきめ細やかな個別支援が必要となります。職業訓練

を安定して受講し、技能習得のほか、コミュニケーション能力や職場環境への適

応能力、労働力・労働習慣・労働耐性の向上を図るためには、まずは作業場面で

現れる障害特性を原因とする職務遂行上の課題や職場適応面での課題、職業適性

を把握することから始めることが必要となります。 

精神障害者の場合は、特に不安・疲労・ストレスといった要因が集中力や作業

耐性に影響を与えミスや作業能率の低下につながったり、職業訓練の安定受講が

難しくなることがありますので、P.17「第１ 障害特性及び配慮事項について 

３（１）ト 新しい環境に慣れるのに時間がかかる」で述べた環境への適応に関

する配慮を行いながら、これらを把握するとともに、作業結果に基づいて訓練生

一人一人に対応した支援内容を検討し、計画を立てて指導員間で共通の支援を実

施していきます。また、訓練生に対しても具体的な支援計画（P.79～P.82 参照）・

目標を十分に説明して明確化することにより、安定受講や訓練効果の向上につな

がります。 

  
（２）障害特性把握のツール 

 精神障害者は様々な精神疾患が原因となって一人一人障害特性の現れ方が異

なっていますので、それぞれの特性に応じた職業訓練・支援方法が必要となりま

す。そのため、障害特性の把握が重要となりますが、障害特性を把握するポイン

トは①障害理解・障害受容の状況の把握、②遂行機能障害（計画を立て状況を把

握して柔軟に対応し目標を達成するといった行動が難しい）の有無の確認、③作

業ミスの傾向把握、④ストレスや疲労の現れ方の把握が挙げられます。これらを

把握するツールの一つに、機構の障害者職業総合センター研究部門が開発したト

ータルパッケージ（以下「ＴＰ」という。）を活用する方法があります。 

 ＴＰは、先ほど挙げた障害特性を把握するポイント４つを踏まえ、さらにセル

フマネジメントの構築の視点に立って、作業を行う上で必要となるスキルや作業

遂行力の向上、職務遂行を可能とする環境整備、対処行動・補完方法の獲得を目

指して、障害状況に応じた指導・支援が行えるように構成されています。ＴＰの

構成・機能・特徴をまとめたものが表４－１になります。 

 ＜障害特性を把握するポイント＞ 

 ○障害理解・障害受容の状況の把握  ○遂行機能障害の有無の確認 

 ○作業ミスの傾向把握        ○ストレスや疲労の現れ方の把握 
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 ＜トータルパッケージ（ＴＰ）を構成するツールの例＞ 

 ○ルールの推定といった論理的思考能力等を確認するツール 

  WisconsinCardSortingTest（ＷＣＳＴ）  

 ○作業ミスや作業能率の改善をおこなうツール 

  ワークサンプル幕張版（ＭＷＳ）訓練版のＯＡ作業、事務作業、実務作業 

 ○情報の整理方法の獲得を目的としたツール 

  幕張式メモリーノート（Ｍ－メモリーノート） 

 ○障害理解・障害受容の状況、ストレス・疲労の現れ方を把握するツール 

  幕張ストレス・疲労アセスメントシート（ＭＳＦＡＳ） 
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表４－１ ＴＰの構成と機能、特徴 

 構成 機能 特徴 

1 ＷＣＳＴ 
ルールの推定といった論

理的思考能力等の確認 

効果的な支援方法 

・支援者は有効な補完方法の手かがり 
 を得られる 

・訓練生は補完方法の有効性を体験す 

 る 

2 
Ｍ－メモリ

ーノート 

基本的な情報整理スキル

の獲得 

（行動を計画的に学習す

る） 

・訓練生は補完方法の有効性を体験す 
 る 

・スケジュールや行動管理、行動記録、 

 情報共有のツールとして、訓練生の 

 ニーズに合わせて使用 

3 
ＭＷＳ簡易

版 

課題の体験、作業における

障害の現れの確認、作業の

実行可能性、作業耐性等の

把握 

・簡易版を体験し興味のあるものや取 

 組みたいもの、苦手なものを特定 

・作業への障害の影響を予測 

4 
ＭＷＳ訓練

版 

作業ミスや作業能率の改

善 

作業遂行の安定 
補完手段の特定と使用の

訓練 

（難易度の段階的設定） 

・原則本人との相談により決定（進捗） 

・難しすぎる課題は除外、できる課題

から取組み、段階的に進める（自分

の障害が作業上どんな形で現れるの

か、どれくらいで疲労がでるのかを

把握） 

5 
ＭＳＦＡＳ 

 

障害状況に関する情報の

整理 

障害理解・障害受容の状況

等の把握 

ストレスや疲労の現れ方

等の把握 

関連情報の収集・共有と支

援計画立案 

・本人主体に作成し、相談の中でスト 

 レス・疲労のセルフマネジメントの 

 獲得に向け支援計画作成 

・ストレス・疲労のセルフマネジメン 
 ト訓練を段階的に実施 

（ストレスや疲労に関する情報を整理

し、それを乗り越えていくため対処） 

6 
グループワ

ーク 

ピアモデルを見る機会の

設定 

障害認識に関する検討 

・作業開始時、終了時等に情報交換や 

 討議を行うグループ活動の機会設定 

・Ｍ－メモリーノートの利用状況や作 

 業状況等のポイント確認 

 
 活用される場合には、障害者職業総合センター研究部門の紹介ビデオ「職場適

応促進のためのトータルパッケージの理解と活用のために」を参照してください。 
なお、この紹介ビデオはＷｅｂ上で閲覧出来ます。 

http://www.nivr.jeed.or.jp/research/kyouzai/35_tpdvd.html 
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（３）障害特性把握の流れ 

 精神障害者の職業上の課題として新しい環境への適応を苦手とする人が多い

ことから、まずは訓練環境に慣れる、あるいは訓練生活のリズムを整えることが

重要となります。そのため訓練初期は簡易的な訓練内容を用意し緩やかにスター

トさせるのが望ましく、その期間に合わせて障害特性を把握していくことでスム

ーズに職業訓練を進めることができます。 

 訓練初期の緩やかにスタートする具体的な方法として以下に例を示します。一

日の流れの中では次のような対応が考えられます。 
① 朝礼後に就寝・起床時間、睡眠時間、服薬管理等、その日の健康状態をチェ

ック（生活面の状況把握 表４－２） 

② 訓練開始時間を遅らせる 

③ 作業 1時間程度毎に５～10 分の休憩確保  

表４－２ 生活日誌（記入例） 

 

 そして訓練内容は、１週目の技能訓練ではパソコンの基礎知識としてＷｏｒｄ

やインターネットといったＩＴ訓練を実施し、適応面ではルールの推定といった

論理的思考能力等を確認できるＷＣＳＴ、障害理解・障害受容の状況、ストレス

や疲労の現れ方を把握するＭＳＦＡＳ、Ｍ－メモリーノート（以下「メモリーノ

ート」という。）を活用した基本的な情報整理のスキルの習得といった大きな負

荷がかからない内容にする配慮が考えられます。ＭＳＦＡＳを活用した適応支援

については、P.72「第４ 職業訓練実施上のポイント （２）イ自己理解を深め

るための支援」でご紹介します。 

２、３週目の技能訓練では実際の職場の職務に近い作業を実施して、どのよう

な場面でミスが生じるのか、その傾向を把握したり、段階的に負荷をかけて疲労

の度合いを確認し、その作業結果とＷＣＳＴ、ＭＳＦＡＳの情報を基に補完方法

を検討します。 

 ４、５週目には、検討した補完方法をＩＴ訓練や他の訓練内容を行う中で般化

していきます。適応面では、１つのテーマを２時間程度とし、週に 1回のペース

受講状況 就寝時刻 眠った感じ・目覚めた感じ その他 気分 気になっていること

（自由記述） 起床時刻 （当てはまる項目に○） （服用したら薬種と時間を記入 (当てはまる項目に○) （当てはまる項目に○をして、自由記述）

出席 よく眠れた レ 意欲が出ない 訓練・家庭・対人関係・就職活動・その他

欠席 まあまあ眠れた レ 不安や焦り

遅刻 あまりよく眠れなかった レ 安定している

早退 不眠 気分が高揚している

出席 よく眠れた レ 意欲が出ない 訓練・家族・対人関係・就職活動・その他

欠席 まあまあ眠れた 不安や焦り

遅刻 あまりよく眠れなかった 安定している

早退 不眠 気分が高揚している

出席 よく眠れた 意欲が出ない 訓練・家族・対人関係・就職活動・その他

欠席 まあまあ眠れた 不安や焦り

遅刻 あまりよく眠れなかった 安定している

早退 不眠 気分が高揚している

出席 よく眠れた 意欲が出ない 訓練・家族・対人関係・就職活動・その他

定期服薬

周囲の人言動が気になる

：
朝

4 11

昼

：
夜

就寝前

：
朝

6:00

水

昼

6:00
夜

22:00

火

23:00

7.30

朝

就寝前

訓練

4 10 月 8

朝

昼

夜

就寝前

出席
状況

服薬 気分・気になっていること

（服用したらチェック）

日付

月 日 曜日

睡眠

睡眠時間
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で情報交換や討議を行うグループワークを実施して、障害の理解・認識等を深め

ます。その流れのイメージ図が表４－３です。 

表４－３ 障害特性把握の流れ 

１週目 ２週目 ３週目 ４週目 ５週目

技
能
訓
練

環境に慣れる
（訓練内容例：
　　　IT訓練）

職
業
適
応
面

補完方法の作業般化

（例：IT訓練または訓

練実施予定の内容）

様々な作業をとおして

作業上の障害特性の理解・把握・適正

を見る。その結果、補完方法の検討

（例：TPのＭＷＳ訓練版等を活用）

生活面の状況把握

グループワーク
例：障害の自己理解

ストレスの解消について
社会人としてのマナー
補完手段・補完行動について

訓
練
支
援
計
画
作
成

例：WCST
M-ﾒﾓﾘｰﾉｰﾄ
MSFAS

障害理解・認識

 

 ＴＰを活用する場合には、最低でも５週間程度の期間を設定することが望まれ

ますが、作業上の障害特性の理解・把握、職業適性を確認する期間をもう少し長

めに取るようにすると、より多くの情報が得られるため支援計画（P.79～P.82

参照）がより一層明確に立てられます。 

 また、その後の技能訓練で行う様々な訓練内容を実施する上での、注意力・作

業遂行力・疲労の度合い・作業速度・正確性・巧緻性が把握できるように、この

期間は、作業の難易度の高低や作業時間の長短といった段階的にレベル設定をし

た訓練課題を準備し、各レベルでの対応状況を確認することが望まれますが、Ｔ

ＰのＭＷＳ訓練版をいくつか活用するのも効果的です。ＴＰのＭＷＳにおける作

業課題は表４－４のとおりです。 

表４－４ ＭＷＳにおける作業課題の構成 

 作業課題 内   容

事
務
作
業 

数値チェック 納品書にそって、請求書の誤りをチェックし訂正する 
物品請求書作成 指示された条件にそって、物品請求書を作成する 
作業日報集計 指示された日時・人に関する作業日報を集計する 
ラベル作成 ファイリング等に必要なラベルを作成する

Ｏ
Ａ
作
業 

数値入力 画面に表示された数値を、表計算ワークシートに入力する 
文書入力 画面に表示された文章を、枠内に入力する
コピー＆ペース
ト 

画面に表示されたコピー元をコピー先の指定箇所にペース
トする 

ファイル整理 画面に表示されたファイルを、該当するフォルダに分類する 
検索修正 指示された内容にそって、ファイル等を検索する 

実
務
作
業 

ナプキン折り 折り方ビデオを見た後、ナプキンを同じ形に折る 
ピッキング 指示された条件にそって、品物を揃える
重さ計測 指示された条件にそって、秤で品物の重さを計量する 
プラグタップ組
立 

ドライバーを使い、プラグ・タップを組み立てる 
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 また、技能訓練及び職業適応面の双方の状況を把握するポイントは、表４－５

のように、身体的側面、指示理解、精神的・社会的・職業的側面に整理しながら

把握することで、支援計画を円滑に、より具体的に立てることにつながります。

支援計画の作成については P.79～P.82 を参照してください。 

 
表４－５ 訓練初期に把握するポイント 

 把握するポイント 

身体的側面 ・手先の器用さ 
・力加減 
・身体的疲労の度合い 
・作業の正確性 
・作業の速度 

指示理解 ・指示の方法（口頭・指示書・例示等） 
・複数の指示への対応 
・抽象的な指示への対応 
・指示内容の定着 
・予定・指示内容変更への対応（固執の有無） 
・作業内容の応用（手順・段取りの工夫） 
・質問の有無（わからない時の対応） 
・作業終了の報告の有無 

精神的・社会的・ 
職業的側面 

・精神的な安定 
・集中力の維持 
・精神的な疲労（周囲との関係性等） 
・他者との協力 
・ストレスへの対処 
・訓練コースへの適応の可能性 

  

（４）補完方法の検討 

 補完方法は日常生活や職業生活を送る上で、個々の障害を補い自律的な行動を

取るための基礎となります。訓練生の職業上の課題をクリアするために補完方法

を取り入れることは重要ですが、一方で自己の障害認識が十分でなかったり周囲

の障害理解が適切でない場合には、補完方法がうまく機能しないことも考えられ

ます。 

そのため、ＴＰを実施する中で次のような補完方法を、効果を確認しながら選

択的に使用できるようにします。 
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① 作業の正確性 

ＯＡ作業では画面上で確認しますが、思い込みをなくし正確性を上げるために

読み上げ、指さしポインティング、重要事項をポストイットに記入し目立つとこ

ろに貼って意識する（図４－１）といった方法があります。 
事務作業では枠内に記入する際に、定規をガイドにして見落としを防止する、

不用な箇所を付箋で目隠しする、レ点チェックするといった方法があります。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 作業遂行力を高めるために 

作業効率向上のためのポイントの説明、誤りが生じやすい工程の集中訓練、作

業工程のポイント化、作業工程のマニュアル化（図４－２）といった方法があり

ます。 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

図４－１ 補完手段の例 

 
 ポインティング＋読み上げ 

635 、

指差し、３桁ずつ区

切って読み上げな

 
付箋で目隠し 

必要でない部分を

付箋で隠す 

重要事項をポスト

イットに記入し、目

立つところに貼付 

図４－２ 作業工程マニュアル化の例 
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③ 休憩の取り方 

作業内容や体調によって疲労の度合いは変わってきますが、どの段階で疲労し

ミスが出やすくなるのか、その傾向を見て休憩の取り方をセルフマネジメントで

きるように、段階的に休憩を取るタイミングや時間、内容を検討していきます。

休憩の段階的な取り方や内容の具体例は表４－６のとおりです。 

 
表４－６ 疲労のセルフマネジメント訓練 

 目  的 休憩内容 休憩時間 休憩後の効果 

TRAINING A 指示に従う

指導員と相談して

休憩内容を決定し

て、メモリーノー

トに記入する 

メモリーノートの内容

を確認してから休憩に

入る 

指導員が決定す

る 
 

休憩の取り方に満足したか

チェック 

 ○：満足 

 △：まあまあ満足 

 ×：満足していない 

TRAINING B 

指示に従い

一部選択す

る 

指導員と相談して

休憩内容を決定し

て、メモリーノー

トに記入する 

メモリーノートの内容

を確認してから休憩に

入る 

４種のメニュー

から自己選択 

1分、3分、

 

5分、10分

休憩の取り方に満足したか

チェック 

 ○：満足 

 △：まあまあ満足 

 ×：満足していない 

TRAINING C 
行動の選択

をする 

1０種のメニュー

から自己選択 

（一つだけ） 

何もしない、タバコを

吸う、軽い体操をす 

る、軽く歩いてくる、

手を洗う、トイレに行

く、水を飲む、外を眺

める、作業室の椅子で

くつろぐ、その他 

４種のメニュー

から自己選択 

1分、3分、

 

5分、10分

休憩の取り方に満足したか

チェック 

 ○：満足 

 △：まあまあ満足 

 ×：満足していない 

 
実際に休憩を取った時間、内容、休憩の取り方に満足したかどうかを、メモリ

ーノートに記入します。しばらくしてメモリーノートを振り返り、どのタイミン

グで、どんな休憩を取ると満足しているのかを把握することができて、その後の

職業訓練で効果のあった休憩方法を実行することで、安定した訓練継続ができま

す。 
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２ 効果的な職業訓練の実施について 

（１）技能訓練のポイント 

精神障害のある訓練生に対する、基本的な障害特性や職業訓練上の指導ポイン

トをこれまで述べてきましたが、ここでは指導員が訓練場面でよく考えさせられ

る事項について述べていきます。 

 
イ 基本的な接し方について 

相手の立場を考えすぎて自分の欲求を伝えることが苦手な人が多いため、疲

れていても「休みたい」「疲れた」と言い出せない場合が多くあります。その

ため、訓練開始直後の初期段階では、指導員からこまめな声かけを必要とする

場合もあります。指導員から提案する形で「疲れていませんか？」、「休みを少

し入れたらいかがですか？」と選択権を訓練生側に持たせた接し方をすると、

訓練生が自身で休憩のタイミングをコンロトールする習慣を図ることにつな

がります。 

精神障害のある訓練生は他者からの評価に敏感で注意や指摘を気にしやす

い特性があり、本人が「私は大丈夫です」と言っていてもその言葉をうのみに

せず、職業訓練の進捗状況（正確さや所要時間）や体調面（睡眠状況や集中度）

をきめ細かく確認しながら接することが重要です。 
 

ロ 訓練生と職員との距離感について 

精神障害者の訓練実施にあたっては、指導員が日頃から訓練生の体調面の状

況や職業訓練の進捗状況について把握する必要があるため、訓練生と個別面接

をする機会も多くなります。 

相談する内容も技能面や対人関係面の他、体調面に関しては病状に応じて服

薬といった医療的な内容に踏み込んだ話が必要な場合もありますが、医療的な

内容に関しては、多少知識がある場合であっても素人判断でみてしまうのでは

なく、必ず主治医によく相談して納得がいくまで説明を受けてくるように助言

することが必要です。 

担当する指導員だけでは負担が大きいことも予想されるため、内容によって

は看護師や精神保健福祉士と役割分担をしたり、複数で相談を受ける体制を作

っておくと良いでしょう。 
 

ハ 精神障害のある訓練生同士の関係について 

精神障害者は対人関係を築いたり断ることや頼むことが苦手な人も多く、相

手との距離の取り方が適切に保てずトラブルとなったり、体調を崩すきっかけ

となることも少なくありません。些細なやりとりにおいて相手の言動を誤解し

て悩みを抱えること、相手に対して批判的な感情を持ってしまうことも見受け

られます。このような場合は、相手のどのような言動で悩んでいるのかを確認

し、誤解を解くような訓練生同士の関係を仲介する対応も必要でしょう。 

最近では電話に比べ電子メールの方が気軽に連絡できることからその利用
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が増え、訓練生同士の電子メールのやりとりが負担になってしまうケースがあ

ります。訓練受講に支障をきたす場合は、指導員の介入も必要となりますが、

例えば、入校時のオリエンテーションにおいて、訓練生同士の電子メールの使

い方や休日の過ごし方について約束事（ルール化）として決めておくと良いと

考えられます。 
 

ニ 他の訓練生から精神障害のある訓練生への接し方・障害状況を尋ねられた時

の対応について 

障害者校に所属している訓練生の場合、個人情報保護の観点やプライバシー

の観点から、他の訓練生に対して、精神障害のある訓練生の具体的な障害状況

（障害名）まで周知はしていないことが大半です。本人の同意無しに指導員か

ら、他の訓練生に対して（又は、他の訓練生がいる前で当該訓練生に対して）

精神障害がある旨の話をすることは避ける必要があります。接し方に関しては

配慮も過ぎればかえって目立ち、訓練生自身も気が重くなる可能性があります

ので、自然体で接することが必要です。 

 
ホ 病状や服薬について本人から相談を受けた場合の対応について 

病状や服薬といった医療面の事柄について相談を受けた場合には、訓練生本

人が何らかの改善を図りたいと考えているサインと捉え、個別相談を通して状

況確認を行うとともに、主治医によく相談して納得がいくまで説明を受けてく

るように指導することが必要です。 
必要に応じて訓練生がセカンドオピニオンとして医療的専門科に相談でき

る体制を作っておくと良いでしょう。 
 

ヘ 調子が乗らない訓練生への対応について 

出席はしているものの今一つ職業訓練に集中できなかったり、精神的不調か

らくる睡眠障害や体調不良による生活リズムの乱れとして、頻繁に遅刻や欠席

が続く場合もあります。精神的不調については色々な原因が考えられますが、

通常の訓練時間が負担になるようなら、一時的に訓練開始時間を遅らせたり訓

練終了時間を早めたりして１日の訓練時間を短くする、または週の間（水曜日）

に休息日を設け１週間の訓練日数を減らすなどの方法を検討してみます。効果

が得られた場合は、無理のないよう段階的に訓練時間を増やしていきます。本

人が見通しを持って訓練受講できるよう計画表を作成して、就労に向けた勤務

時間の見通しを主治医とも相談してもらうと良いでしょう。（参考：表４－７ 

段階的に訓練時間を増やしていく例） 

疲労により注意力や集中力、判断力が続かない場合には、休憩を入れるよう

にします。 
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表４－７ 段階的に訓練時間を増やしていく例（参考） 
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ト 技能訓練を実施する際の指導方法について 

  （イ）指導内容 

＜内容を細分化した段階的な指導＞ 

容易なものから困難なものへ、単純なものから複雑なものへ進めていくこ

とが、技能訓練を行う上でのポイントとなります。 

そのためには、作業内容、作業工程を分割し、訓練課題そのものをわかり

やすく構成していく工夫が必要となります。複数の内容をまとめて指導して

も、系統立てた情報の理解を不得手としている訓練生や、疲労蓄積により複

雑な情報処理がうまく進まない訓練生の場合には、混乱をきたすことにつな

がりかねません。 

また、訓練課題のみではなく、作業指示の方法を段階的に複雑なものとし

ていくこと（見本やジェスチャー交えて伝える→メモに記して伝える→言葉

で指示する→複数の事柄を同時に指示するといったこと）や達成基準を明確

にした訓練課題を設定するといった段階的な負荷のかけ方を工夫すること

も、指導を行う上でのポイントとなります。 

 

＜技能習得状況をフィードバックする仕組みの構築＞ 

指導を行う際に、訓練生の技能習得について、何がどの程度進んでいるの

か、どこでつまずいているのかについての情報を知ることは、訓練生にとっ

ても、指導員にとっても重要となります。 
技能習得状況を、内容によって随時、又は定期的にフィードバックする仕

組みを構築しておくことも、指導方法の工夫の一つとなります。具体的な方

法としては、訓練教材そのものにフィードバックの仕組みを盛り込むこと、

提出課題を指示することによりフィードバックの機会を設けることが挙げ

られます。 

個別のフィードバック機会を設けることで、集団訓練で見られる「周りに

ついていけていない」という周囲との比較による焦りを極力感じず、自分の

ペースで進められる他、より個別の訓練カリキュラムの設定が可能となりま

す。 

 
＜適応支援の要素を盛り込んだ指導＞ 

職業準備性の向上を図るため、技能訓練の場面においても実際の就業場面

で必要となる対人対応力の向上といったの要素を盛り込むことが必要です。 

 
  （ロ）職業訓練の進め方、指導の方法 

＜反復して指導を行うこと（反復練習を可能とするカリキュラム構成）＞ 

一定の技能について習得した後にも、それらの要素を盛り込んだ内容につ

いて、継続的に反復して指導を行うことが必要です。一度習得した内容であ

っても、一定期間それらを実施しなければ忘れてしまったり、思い出すこと

に時間がかかったりすることが考えられます。習得した技能については、い
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つでも使いこなすことができるよう、短時間でも定期的に過去の習得技能を

復習する場面を設定したり、習得済みの技能を使うことが必要となる応用課

題を訓練カリキュラムに組み込むことによって、反復して指導を行うことが

必要となります。 
精神障害者の中には、確実性を就職する際のアピールポイントとできるこ

とを目標にして職業訓練を受ける人もいます。確実性向上のためにも、反復

練習は必要となります。 

 
    ＜学習量を考慮すること＞ 

段階的な内容であっても、１日の訓練時間の中で多岐にわたる内容を盛り

込むことは、精神的な負荷や混乱をきたす可能性もあります。 

その時々の体調や職業訓練の進捗状況を踏まえ、学習量を考慮した訓練カ

リキュラムの見直しを行いながら進めていくことが必要です。 

 
＜信頼関係（ラポール）を基にした指導を心がけること＞ 

効果的な技能訓練を行う前提として、訓練生と指導員の信頼関係構築が必

要となります。訓練場面は指導する側、指導を受ける側という関係性のもと

で物事が進みますが、前提として P.67 の「イ 基本的な接し方について」

でも述べた内容を踏まえながら、訓練生の様々な状況について理解し、また、

訓練生との基本的信頼関係の構築、維持を心がけることが必要です。ラポー

ル形成がなされないままに職業訓練を一方的に進めるといった、訓練生から

「わかってくれない」との気持ちを抱かれるようなことがあっては、指導員

自身が訓練生のストレス源になりかねません。 

信頼関係の構築が基になるという考えの上で、変化を苦手としていること、

不安や焦りを抱えやすい傾向があることといった精神障害者の障害特性

（「第１ 障害特性及び配慮事項について(P.1～)」を参照）を理解し、それ

らの特性を踏まえた指導を行うことが必要となります。 

 
    ＜職業訓練へのモチベーション維持の工夫を図ること＞ 

訓練中盤以降に差し掛かった時に訓練修了後の生活や就職といった先々

の事柄を不安に感じてしまう場合や、職業訓練が進むにつれて訓練カリキュ

ラムの目的を見失いモチベーションが低下してしまう訓練生もいます。 
定期的に、習得した技能の状況や今後のさらなる習熟の可能性について触

れる機会を設けることで、訓練受講により技能が身についていることへの実

感が湧き、職業訓練そのものへのモチベーション向上につながるよう配慮す

ることが必要です。 
訓練成果を確認し、訓練生の努力を適切に評価してそれらを伝えることで、

訓練生が意欲的に職業訓練及び就職へ向けて前進できるような配慮が指導

員に求められます。 
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  （ハ）職業訓練の環境 

    ＜簡素な環境から複雑な環境の設定＞ 

訓練環境についても、段階的に設定を行うことが必要となります。 

現状の訓練場面において適応が難しい場合には、個室やブースを活用した

訓練環境から、徐々に集団場面での環境に慣れていくことで適応を図ったり、

様々な環境刺激のある実際の職場に近い環境で、本来持っている力を発揮で

きるように、指導・支援していきます。 

  

 
（２）適応支援等について 

職業訓練を安定して受講するため、また、その後の職業生活を安定して続けて

いくために適応支援はとても重要になります。今までの自分の生活を振り返り、

ストレスとなっていること、逆にリラックスできることを整理する、毎日の生活

の中で体調不良をおこす原因となるものが考えられないか確認する、こういった

自己理解を深めていく取組みによって、職業準備性を高めていくために何をした

らよいのかが明らかになっていきます。職業訓練のなかで安定した職業生活を送

るための基礎を身に付けていけるようにするのが適応支援です。 

 

 イ 自己理解を深めるための支援 

（イ）幕張ストレス･疲労アセスメントシートの活用 

自己理解を深めるための方法として、P.62で紹介したＭＳＦＡＳの活用が有

効です。ＭＡＦＡＳは障害者職業総合センター研究部門が精神障害や高次脳機

能障害を有する人に対する評価技法の開発を目的とし、職場や作業場面でのス

トレスや疲労の現れ方を把握し、それらのマネジメント方法を検討するツール

として開発されました。ＭＡＦＡＳについては以下の機構ＨＰよりダウンロー

ドすることができます。 

 

ＭＳＦＡＳについて 

http://www.nivr.jeed.or.jp/download/houkoku/houkoku57_04.pdf 

ＭＡＦＡＳ(利用者シート) 

http://www.nivr.jeed.or.jp/download/houkoku/houkoku57_20.pdf 

 

＜実施の目的＞ 

ストレス管理の面からの訓練生の自己理解を深めるために行います。しかし

訓練開始の初期段階で行うためあまり無理に内容について聞き出そうとする

のではなく、どちらかといえば、振り返りを指導員とともに行うことで指導員

とのラポール形成を主な目的として行う方が良いと思います。その中で指導員

は訓練生の有効なストレス対処方法を把握するよう心がけます。 
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＜実施方法＞ 

①ＭＳＦＡＳ (利用者シート)を訓練生各自が記入します。 

②訓練生の記入した内容を確認しながら、継続して安定した生活を送るための

方法を訓練生と職員がともに把握します。 

③単なる内容の確認になったり訓練生が話したくない内容を無理に聞き出した

りするようなことにならないよう、雑談を交えながら訓練生との関係が親密

になりラポールの形成になるよう心がけます。 

④まとめとして訓練生がストレス管理の方法について整理がなされていない場

合には、MSFAS支援者用シートを活用して今後の職業生活を安定して送るた

めの生活の整理を訓練生とともに行います。 

 

＜実施のポイント＞ 

①早期にラポールを形成し相談等を円滑に行うため、訓練開始後のなるべく早

い時期に行います。 

②振り返りは訓練生の状況を把握するとともに訓練生自身がストレス管理の方

法を整理することが目的ではありますが、本人が多くを語りたがらない内容

が含まれることもあります。そのため訓練生の反応を見ながら話を進めてい

くようにして、あくまでもラポール形成が主たる目的であることを心がける

方が良いと思われます。 

③訓練生が答えにくい、または返答がはっきりしない重要な内容についてはこ

の段階で無理に聞き出そうとするのではなく、その後の訓練生との個別相談

を利用し少しずつ聞いていくことが望まれます。 
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表４－８ MSFASの面接結果の記録例 

氏名 修了予定 記入者

××

シートF　ストレス　疲労
・現在ストレスに感じている事は、引越しを考えなくてはならない事。預金が急速に少なくなってきた事。
・意欲的に取り組めるのは少し体を動かせる仕事、評価の時に行った会場設営の作業は楽しかった。ＴＰの事務作業
は嫌いではない。
・ストレス、疲労のサインはよくわからない。眠気はコーヒーを飲む事で対処出来ている。

○川　×子

シートE　障害
★□□病院・・初めての離職の頃（２０歳）忙しいのが原因で発症したが、診断名もなく昼夜逆転はよくない「歩きなさ
い」と言われた。半年通うが行かなくなる。
★××クリニック・・統合失調症。自宅から遠く、近い病院に紹介状を書いてもらう。
★○○メンタルクリニック・・電車で２０分位。主治医もよく、現在も通院中。
＜変化したこと＞
マンションの上階の生活音に敏感になる。対処方法としては薬を飲む。イヤフォン使用するなど。
集中しているつもりでも頭に入らないときがある。対処方法としてはメモする。集中するように心掛ける。
＜発症した時の状況＞
自宅にて生活音のことで母と大喧嘩。とにかく些細な生活音も以上にうるさく感じて許せなかった。再発は看護専門
学校時。課題、テストが多く難しかった。友人関係がうまくいかなくなり６カ月で退学する。２ヶ月に１回通院。服薬あ
り。職業訓練に通うようになり１ヶ月に１回通院に変更する。

シートD　仕事
・①派遣会社□□所属でホテル内レストラン接客。楽しくやりがいもあったが期間満了で終了。②レストラン××、
ホール接客。夕方6時～夜中3時までの勤務で生活リズムが崩れ体調を悪くした。③○○印刷、シールの検品。印刷
の検品は座り仕事。シールを機械に入れて切る作業は立ち仕事。自分で機械の刃を調節するため強いプレッシャーを
感じていた。健康を害した為離職。④△△デパート、お歳暮の包装バイト。楽しかったが期間満了で終了。
・これからは店舗業務の品出しのような仕事に就きたい。体を動かす作業系の方が向いていると思う。時間は６～８
時間ぐらい出来ると思う。

シートＢ　ストレスと疲労
お風呂でリラックス。趣味はスポーツ観戦（バスケ・バレーボール他）。お喋り（友達と）。１人カラオケも好き。ライブ・コ
ンサート・演劇にも行く。
音楽を聴く、ヒップホップが好き。マンガ。　色は青が好き。
余暇は友達と旅行・ドライブ。家族や友人と調整して計画を立てる。

シートＡ　生活習慣
タバコは吸わない。酒はほんの少しだけ、ビール、ジントニックを飲む。月に１～2回、自宅や友人と外で飲む。就寝2１
時、起床5時（平均8時間睡眠）。睡眠不足ではないかと尋ねると、大丈夫との返答。食欲もあり、眠りも良い。夏は暑
くて目が覚めるがまた寝られる。寝起きは良い方である。母親が食事の準備をしてくれる。昼はコンビニのおにぎり。
現在体重90Kgで30㎏の増加あり（去年の冬は60キロ）。薬を変えたせいで体重増加。スポーツジムのプールで歩行３
時間。血圧は高め。

訓　　練　　生　　記　　録　　票

MSFAS実施
＜全体＞
・明るくほがらかに時に笑顔を見せながら話しをするが緊張している様子が伝わってくる。
・高校卒業後発症し、障害意識はきちんともっている。
・シートの書き忘れはない。時間中聞き取り、職員付け足し記入する。

○月×日

シートC　ソーシャルサポート
・家族は母、兄(独立し別居）。父は他界。現在は母とは良く話もし、相談している様子。
・就労支援センターへ月1回程度通所して相談している。相談員は毎回違う人で決まった支援者はいない。

コース

訓練生記録 平成　２４年　○月　△日　～　平成　２５年　○月　□日

 
 

（ロ）セルフモニタリング 

P.62で紹介した生活日誌を活用すること等により、自らの生活や感情を振り

返る機会をつくり、自己理解の促進を図ります。自分自身をしっかり振り返る

ことは、セルフコントロールできるようになるための第一歩となります。 

 

＜実施の目的＞ 

訓練生は様々な不調を訴えることが多々あります。そのため普段から毎日の

生活の状況を確認して、不調の原因となると考えられるものを取り除くよう指

導していく必要があります。 

その方法として生活日誌を毎日付けてもらい、職員が確認を行い体調不良が

ないかを確認します。不調を継続して訴える場合には、個別の面談により生活

日誌や本人からの訴えをもとに生活の見直しを行います。 
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＜実施方法＞ 

①前日から当日の朝までの生活を振り返り、生活日誌を訓練生自身が始業前に

記入します。 

②朝礼の時間などを使い、その内容について指導員が訓練生一人一人の状況を

個別に毎朝確認します。 

③記入内容で気になる点がある場合や本人からの訴えがある場合は、相談の時

間を設け詳しく状況を確認し、改善に向けた相談を行います。 

 

＜実施のポイント＞ 

①生活日誌の記入、確認は毎朝必ず行うようにして、本人の変化や不調を見逃

さないよう気をつけます。 

②指導員の確認については全ての訓練生を抜けの無いよう全員確実に行います。 

③朝礼時に確認を行う場合には、あまり長い時間をかけないようにします。込

み入った相談のある場合には改めて個別相談の時間を設けるようにして、他

の訓練生を待たせることがないよう配慮することも必要です。 

 

ロ 安定した訓練受講のための支援 

（イ）問題解決技能の習得 

職業訓練の中で実際に起こる様々な出来事、不安やトラブルについて、自分

の中に抱え込まず、必要な支援を受けながら自ら解決できるようになる方法を

探り、今後起こりうる課題への対処方法を身に付けるための支援を行います。 

 

＜実施の目的＞ 

指導員や他の訓練生とともに課題について具体的な対処方法を考えること

により、自己の考え方の偏りや感情の特徴を知り、セルフコントロールするノ

ウハウや必要に応じて支援者に協力要請ができるようになることを目指しま

す。そして助言等を行いつつ、今後の対応を対象者自らが考えられるよう支援

していきます。 

 

＜実施方法＞ 

①毎日終業時に一日を振り返り、良かった点、より良くしたい点を記録します。 

②一週間分まとまった段階で、毎週意見交換の時間を設けます。 

③意見交換のための準備として、各訓練生はより良くする点として記録したそ

れぞれについて、なぜ現段階ではそういう状況であるのかの原因と、その原

因をもとに考えた対策を発表できるよう整理しておきます。 

④意見交換は様々な意見を参考にできるよう訓練生４～５人、職員２人程度の

グループワークで行います。指導員は技能訓練と適応支援をそれぞれ担当す

る指導員１名ずつの２名が望ましいです。 

⑤発表する訓練生はまず良かった点を全て発表します。そのあとより良くした
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い点を原因と対策も含めて一項目ずつ発表します。 

⑥職員は良かった点についてのコメントをまず行います。その後、より良くす

る点について、原因や対策が適切か否かについて職員や他の訓練生からの意

見を参考に検討していきます。一人あたりの時間は15～20分とし、訓練生の

疲労を考えてトータルで60分～100分に収めることが望まれます。 

⑦原因や対策が整理されてから次回までの目標を設定します。 

 

＜実施のポイント＞ 

 ①できるだけ本人の考え方を尊重し、指導員の考えを強要せずその経過を観察

するようにして拙速な結果を求めないよう心がけます。訓練生によってはそ

れまでのスタイルを変更することによる負担が大きくなることがあるため、

負担の大きくならないよう徐々に変えていくことが望まれます。目標とする

内容を高く設定しすぎることなく、確実にできることから設定し自信の向上

を図りながら取り組めるようにします。  

  ②訓練生は職業訓練で技能を身に付けに来ているという意識が強い人が多い

ように思われます。そこでより良くする点が技能面の課題ばかりになってし

まう傾向があるため、生活面での課題が生じていないかを観察し、今後の職

業生活に影響があると思われることについては本人に課題として認識して

もらうことが必要になります。しかし、グループの中での発表に抵抗がある

内容については個別相談で対応します。 

  ③職員と対象訓練生だけの話しにならないよう、できるだけ他の訓練生にも発

言や検討する機会を与え、他の訓練生の目標について必要なものは共有でき

るようにします。 
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表４－９ 問題解決技能の表と記載例 

氏名：

日・曜
今日はどんな
日でしたか？

今日、反省点はありますか? 明日の訓練をどのように取り組みますか?

６／５
（火）

○
ワードの練習問題で、確認しな
いで提出したのでミスがあった

データ入力ミスなし

６／６
（水）

△
履歴書作成で時間内に終わるこ
とが出来なかった

ワード６章を終了できるように頑張る

６／７
（木）

○
検定課題１・２で時間６０分か
かった。目標４０分までほど遠い

検定課題１を時間１５分にする

６／８
（金）

×
体調が悪くて訓練に集中できな
かった

体調を良くして訓練に集中できるようにす
る

6／11
（月）

○
アンケート入力で12枚入力でき
たが、ミス３あった

アンケート入力ミス0になるように、確認し
て次へ進む

反省点 原因 対策

検定課題１・２で時間６０
分かかった。目標４０分
までほど遠い

ミスをしないように正確に入力す
ることに意識したため

他に原因として考えられるのは
時計を見ていなかった

まずは課題１・２・３をそれぞれ時間を計
測して、どの課題に時間がかかるか把握
する。

他に対策として考えられるのは課題３、
課題１、課題２の順番でやってみる

体調が悪くて訓練に集
中できなかった

テレビを見ていて、睡眠時間が
短時間であったため

夕食後すぐに入浴するようにして、10時
までには布団に入るようにする。

データ入力はミスなしでできた

〈一日の振り返り〉　６月○日　～　６月×日

今日、良かったことはありましたか？

ワードで５章まで進むことが出来た

データ入力はミスなしで、できた

検定課題３は確実に出来るようになっ
た

報告が出来た

体調が良かった

〈一週間の振り返り〉　　６月○日～６月×日※一週間の中で、良かったこと、反省点の中から１～２個程度ピックアップ

良かったこと

 

 

（ロ）職業準備性の向上を図るための支援 

これまで述べてきた訓練生に共通して見られる職業上の課題をテーマに、週

１回２時間程度のグループワークを実施し、講話や訓練生間での意見交換を通

じて対応力の向上や課題の改善を図ることへの意識を高めていくことで、その

後の技能訓練や個別の支援における効果を高めることが期待されます。 

安定した職業生活の維持、円滑な対人関係の構築に必要となる対応やスキル

などを定期的に確認することで、自己の課題を踏まえた取組みを継続すること

につながりますし、訓練生間で共有することで他の訓練生の訓練場面での対応

方法を参考に行動するようになるという効果も期待されます。 

職業準備性に関するテーマを参考までに以下に挙げます。 

・職業生活と健康管理 

・職場におけるコミュニケーション 

・職場でのストレスマネージメント 

・職場で出来るリラクゼーション・気分転換 

・余暇の過ごし方 

また、職場でのマナーや行動パターンを身に付けるため、ＳＳＴ（社会生活

技能訓練）の手法を活用した支援を行うことも有効です。ＳＳＴの具体的な実

施方法については、P.124～の「資料３ ＳＳＴ教材」及びP.121「資料１ Ｈ
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Ｐリスト」の「精神障害者職場再適応支援プログラム～ＳＳＴを活用した支援

の実際～」を参照してください。 

なお、訓練中盤以降は、就職活動に向けて「就職活動の進め方」や「求人票

の見方」、「自分に合った働き方」、「障害者雇用に関する制度」といったテ

ーマで支援を行うことが必要となります。これらの具体的な支援方法について

は、職場実習に係る支援や就職活動に係る支援、就職後の職場定着に係るフォ

ローアップ等と併せて、次年度発行の『精神障害者編Ⅱ』に掲載する予定です。 

 

（ハ）障害受容の促進 

グループワークや個別相談を通じて、技能の習得状況や自己に適した働き方

といった現実の自分の状況を受け入れられるよう支援を行います。 

ほとんどの訓練生が、理想の自分と現実の自分とのギャップを感じており、

その差が小さくなればなるほど、職業生活の安定につながります。自分と同じ

課題を抱える人が、実際にどのように生活しているかということを知ることで、

現実検討を進めることが期待されます。そのため、グループワークにおいて同

じ障害や課題のある訓練生と話し合いを行うことや、修了生の話を聞くことは

有効です。 

場合によってはより細かな配慮を求められるため、主治医や支援機関等の関

係者あるいは家族と連携し、役割分担をして支援する必要があります。より多

くの支援者が関わることで不調時のサインを見落とす可能性が少なくなるの

ではないでしょうか。 

 
 

（３）能開施設内におけるチーム支援によるアプローチ 

チーム支援とは、訓練生のより客観的・多面的なアセスメントを可能にする

ため、複数の専門職がチームとなって支援するものです。職業訓練をより効果

的に実施するためには指導員のみではなく、精神保健福祉士や看護師といった

関係する支援者によるチーム支援が必要となります。 

 

＜目的＞ 

職業訓練の実施にあたっては訓練生の障害特性や課題に応じたきめ細かい対

応が必要となるため、支援内容に応じて技能訓練と適応支援の担当を分担し指

導を行います。また、外部の関係機関との関わりも非常に重要であり、地域の医

療機関、就労支援機関等と密接に連携し、支援チームを形成して支援を行うこ

とが望まれます。外部の関係機関との連携については P.96 の「第５ 関係機関

との連携」を参照してください。 
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（４）支援計画の策定 

 前述の「チーム支援」と同様、効果的な職業訓練を進めるためには、支援計画

の策定が必要となります。 

 P.59 の「第４ 職業訓練実施上のポイント １ 職業訓練実施にあたっての障

害特性の把握について」でも述べたように、訓練実施にあたっては障害特性の把

握が必要となりますが、職業訓練を効果的に行い安定した職業訓練の継続、就職

へとつなげるために、障害特性や職業上の課題、補完方法等を取りまとめ、これ

を基に職務遂行及び職業環境への適応に関する留意事項等について職員間で検

討・整理します。その上で支援方針や職業訓練の内容、訓練生が努力すべき事項

等を取りまとめた支援計画（P.82 参照）を作成し、訓練生にわかりやすく説明し

た後に同意を得て職業訓練を進めることが重要となります。状況によっては、訓

練生や家族、支援機関の担当者等と支援の内容・役割分担等の確認を行うことで

スムーズな職業訓練を実施することができます。 

＜チーム支援を進めるポイント＞ 

○各支援者がそれぞれの専門性を持って様々な角度から観察すること 

○他の職員との日々の情報交換、情報共有を行うこと 

○支援計画を策定し、PDCA サイクルで支援を実施すること 
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３ 障害特性に対応した指導の実践例について 

ここでは、障害特性に対応した指導の実践例として、支援計画の策定例や事務系

職種、現業系職種の訓練実施の例、個別のアプローチが必要な訓練生への対応例を

事例を通して述べていきます。 

 
（１）支援計画の策定例 

＜ＴＰの活用により休息を取ることの重要性を確認した事例＞ 

 このケースは、入校直後の障害特性の把握期間においてＭＳＦＡＳを実施した

ところ以下の情報（表４－１０）が得られました。 

 

表４－１０〈ＷＣＳＴ、ＭＳＦＡＳの情報〉 

これらのことから、指導員は、職業訓練の実施において生活リズムを確認しなが

ら疲労の状況を注視し、適切な休憩のとり方を検討していくこととしました。 

ＴＰのＭＷＳにおける作業状況は、どの作業もスローペースではあるものの、

正確性に意識して作業はできていました。しかし、生真面目であることから、休

憩の必要性を口頭で伝えることのみでは自発的休憩には至らず、緊張による疲労

が蓄積した場合であっても自分から休憩を取ることができず、疲労による作業の

ミスが発生する様子、ミスにより作業への自信が低下する様子が確認できました。 

 そのため、訓練生にその状況をフィードバックし、改めて休憩の必要性を伝え、

休憩の取り方として、①作業の区切り毎に取る、②アラーム機能を活用（作業開

始４０分程度経過したらアラームがなるようにセット）して取る、の２パターン

を取り入れることとしました。その結果、疲労が軽減されミス無く作業を終了す

ることができ、訓練生の自信につながりました。また、自信が向上したことで、

作業を効率的に進める方法について自発的に試みる姿勢が見られ、それらの工夫

を言語化して指導員と共有したり、メモ帳に書き取り一日の振り返りにおいて確

認する様子が見られました。これらのことから、ミス無く確実な作業を行う意識

が徐々に高まっている様子が窺えました。しかし、休憩の取り方について、一定

のリズムが構築されながらも、作業に熱中してしまい休憩のタイミングを逃して

しまうことや指導員から作業の時間配分を指示されることに対してストレスを

生活習慣

・約２時間かけて通所しているので、疲労を感じている
・訓練が新鮮で楽しく、帰宅してからも興奮した状態が続き眠れないこと
　がある
・睡眠不足が躁転につながる

ストレスと疲労
・作業に集中している時に、中断されると就労意欲が低下する
・ノッテくると、休憩を取らないで作業してしまう
・長時間同じ作業を繰り返すと疲れやすい

ソーシャル
サポート

・相談は主治医が主だが、友人もいる
・両親は病気のことはあまり理解はしていない

仕事 ・○○株式会社　事務　６年

障害
・勤務５年目の平成○○年に仕事のグループリーダーとなったストレス、
　16時間労働の過労等から発症

ＭＳＦＡＳ
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感じることもあり、継続的な働きかけが必要と考えられました。 

 また、訓練初期段階で、個別相談の機会を設けることで、気にかかる事柄につ

いては自発的に支援者に相談することができるようになり、加えて、生活日誌の

活用により一定時間の睡眠を確保する意識が高まったため、これらを継続するこ

とで生活リズムの安定が図られることが期待されました。 

 その後のＭＷＳのＯＡ作業、事務作業、メモリーノートの活用等の結果と、そ

の結果を基に障害の自己認識、安定通所の可能性を表４－１１にまとめました。 

 

表４－１１〈ＴＰのＭＷＳ等における作業状況のまとめ〉 

 
以上の結果を基に、訓練計画や本人の努力すべき事項、適応支援等をとりまと

めた、支援計画を策定します。本事例の支援計画は表４－１２のようになります。 

 

安定通所の可能性 １．体調不良等による遅刻・早退・欠席が多く、週20時間の出席が困難である。

安定通所の可能性 ２．体調不良等による遅刻・早退・欠席があるが、週20時間以上出席できる。（定期通院は除く）

３．体調不良による遅刻・早退・一時退室があるが、欠席はない。

４．定期通院はあるもののそれ以外の欠席はない。

コメント ５．週32時間訓練に出席できる。

障害の自己認識 １．全く認識していない

２．障害を理解しているが、受け入れることができない（認知できない）

３．障害の自己認識はできているが、作業遂行の上で課題がある。

４．障害の自己認識ができて、作業遂行の上でもほとんど課題はない。

コメント ５．作業遂行の上で、障害がほとんど感じられない。

作業指示の受入・定着 １．指示どおりにできず、自己流に行う。（指示を受け入れない）

２．指示どおりに初めはできるが、途中から手順が違ったり、忘れたりする

３．指示どおりにできるが、定着はしない(次回忘れている)

４．指示どおりに作業ができて、定着も良好

５．指示理解も良く、作業を自主的に進めることが出来る。　

自分のペースで作業するのは問題ないが、指示者からの時間配分を要求するとストレスや不安が強くなり、体調を崩す
可能性がある。

作業指示の受入・定着

4

1

生活環境の変化で体調を崩し１週目は欠席が多く、２週目以降休憩を多めに取り欠席は１日だったが、４週目からまた
欠席が多くなる。

障害の自己認識

3

訓練初期の作業状況 １．OA・事務作業にミスがあり、効果的な補完方法が得られない

訓練初期の作業状況 ２．ケアレスミス等許容範囲のミスであるが、態度にやや課題がある。

３．OA・事務作業にミスがあるものの、有効的な補完方法等により徐々に効果を上げている。

４．ケアレスミスが少しあるものの、作業態度も良好である。

コメント ５．作業結果はほぼノーミスで作業態度も大変良好である。

〈Mノート・
　　　　メモ〉

重要と思われることはメモリーノートに記入することができる

〈休憩〉
３０分に１回の休憩と昼休憩時に健康管理室にて仮眠をとることで、徐々に訓練生活に慣れてく
る。

3

〈ＩＴ訓練
　　　　Word〉

テキストＷｏｒｄ2007基礎第１章途中。IT訓練の期間欠席が多かったことと、WORDが初心者のため
進捗は遅い。

〈MWS OA作業〉
文書入力はほぼ初心者のため、機能やファンクションキーの使い方がわからない事によるミス以外
はなし。検索修正はレベル２から３０分に１回の休憩と１ブロック毎に進めることでミス無く進む
ことができた。

〈MWS事務作業〉 休憩の取り方を１ブロックごとに休憩を取ることで、ほぼノーミスとなった。
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表４－１２ 支援計画の例 

ケース番号　××××－○○○　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　○○　○○

評価課 訓練部 指導課

　○○○ 　　××× 　△△△

［訓練科・コース］

　オフィスワーク科　オフィスワークコース

［基本方針］

　オフィスワーク科オフィスワークコースに関する専門的な知識・技能を身に付け、一般就労を目指しま
す。

［訓練計画の概要］

オフィスワーク科オフィスワークコースで習得した知識・技能を活かして、就労を目指します。
導入時に獲得したストレス・疲労の管理と作業時の補完方法を引き続き活用することで、安定した訓練受
講と技能習得を目指します。

担　　当

［本人の努力すべき事項等］

・作業の区切りの（30～40分おき）休憩が効果的であるため、当面はこのリズムを維持すること。
・作業上の手順の効率化や気づき等、言語化すると効果的であるため、メモ帳の活用を続けること。
・作業遂行時のミスはストレスにも直結しやすいため、正確さを重視し遂行すること。
・気持ちの整理のための相談は自発的にできているので、引き続き継続すること。

［適応支援の概要］

・その日の体調や睡眠、服薬等の状況を一緒に確認し、安定した職業訓練が継続できるよう支援します。
・相談等を通じて疲労の状況を確認しながら、訓練時間中の休憩時間を設定します。
・職場で必要となるルールやマナー等が身に付くよう、社会生活支援を行います。
・履歴書の書き方や面接の受け方等について支援を行います。
（就職活動の進め方については、訓練の状況を踏まえて訓練中盤に改めて相談します）

［医学上その他の留意事項］

・定期的な通院と服薬管理が必要です。

［本人確認］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署　名　　○○　○○

［備　　考］

 
 

説明後、同意が得られたら

訓練生が署名 

各担当者の名前を記入 
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（２）訓練生の障害特性と訓練受講時の対応例 

精神障害者の職務遂行上の特性と対応方法については P.9 の「第１ 障害特性

と配慮事項について ３精神障害者の職務遂行上の特性と対応方法について」で、

指導方法については P.67 の「第４ 職業訓練実施上のポイント ２効果的な職

業訓練の実施について」で述べたところです。職業訓練の実施においては、各訓

練生の障害特性や置かれている環境に合わせて適切な対応を組み合わせて支援

を行うことが必要となります。 

以下に職務遂行上の特性を持つ訓練生に対し、実際に行った対応およびその成

果についての事例を挙げます。文中の各項目に付した番号は、下記①～⑪に対応

しています。 

＜職務遂行上の特性→対応＞ 

①疲れやすい 

→疲労のコントロール。適切なタイミングでの休憩取得。 

②注意力が続かない 

→指示の細分化。達成基準の具体化（時間・量）。個人で可能な環境改善。 

③客観的な自己理解に時間を要する。現実的でない思考パターン 

→成功体験による自己肯定の促し。振り返りによる自己の課題把握と問題解決への 

意識づけ。理想とできることの区別。自己の現状把握。 

④臨機応変な対応が難しい 

→作業の流れや手順を決める。暗黙のルールを公のルールに（ルールの明確化）。 

⑤同時に複数の処理を行うことが難しい 

→作業は工程ごとに分ける（細分化）。一工程ずつ指示する（段階的指示） 

⑥不安を感じやすい 

→受容・共感する。メモ・指示書の活用。 

⑦動作が緩慢になりやすい 

→習熟の可能性の見極め。適性ある作業の探索。充分な作業反復。 

⑧自主性・自発性が見られにくい 

→ロールプレイの活用（適切な行動の選択）。 

⑨発想力が弱い 

→目的、行動、結果のシミュレーション。他者の考えに触れる機会を設ける（グル

ープワーク） 

⑩複雑な情報の理解が難しい 

→達成基準を視覚的にわかりやすく。作業の流れや手順をやって見せる。指示者の

統一。 

⑪いらだち、焦りを抱きやすい 

→段階的な目標設定（スモールステップ）。できたことを伝える（成功体験・正のフ

ィードバック）。 
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イ 事務系職種の職業訓練を受講した訓練生の例 

（イ）訓練内容 

納品リストから、所定の様式にデータを入力して請求書を作成する訓練課

題です。 

エクセルで用意された原本シートを顧客人数分複製し、そこに納品リスト

から確認した顧客名と商品データを入力します。 

                        納品リスト 

 

 
 

請求書（エクセルデータ） 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
図４－３ 請求書作成の訓練課題 

 
（ロ）取組み及び指導の状況 

作業１回目：まず、訓練生の状況把握のため最初は口頭指示で説明を行っ

て作業をしてもらったところ、作業中に確認のための質問が複数回あり、作

業ペースも安定しませんでした（⑩：複雑な情報の整理が難しい）。また、

ミスが８ヵ所ありました。 

 
作業２回目：1 回目の結果を示してミスの内容を確認してもらい、再度作

業を行ったのですが、２回目の作業中にも同様のミスが生じました（④：臨

機応変な対応が難しい）。そのため、リストにチェックを入れて確認をしな

がら作業することを提案し、その方法をやって見せ（⑩：やって見せる）、

さらにメモリーノートにその際の手順を書いておいて作業前に毎回見るよ

うに説明しました（④：ルールの明確化）。 
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作業３回目：作業ペースは安定し時間短縮につながり、ミスも減ったので

すが、ミスがゼロではないという所が気になってしまいました（⑪：焦りを

感じやすい）。そこで、「作業時間は縮まり、ミスも減ったのだから今のペー

スで大丈夫ですよ」と声をかけ（⑪：正のフィードバック）、再度作業を行

いました。 

 
作業４回目：ミスがまだ 1 ヶ所ありました。時間は前回と同程度でした。

そこで、確認を最後にまとめてやるのではなく、一枚ごとに確認するようア

ドバイスして再度作業を行いました（④：ルールの明確化）。 

 
作業５回目：確認方法を変えた５回目では手順が変わった為かミスが２ヶ

所出てきました。ただ、訓練生からはこちらの方が作業しやすいとの感想が

得られたので、そのまま継続したところ、６回目でミスなく作業が出来まし

た。 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
図４－４ 作業時間とミス数の推移 

 

（ハ）支援のポイント 

本事例では、訓練生の職務遂行上の特性（課題）に対し、以下のような

対応を行うことにより改善が見られました。 

Ⅰ 確認のための質問が多く、ペースが安定しない→実際やって見せて指

示する（⑩：視覚的指示） 

Ⅱ 機転が利かず同じようなミスをしてしまう→作業の流れを決め、メモ

リーノートに手順を記録し、毎回確認する（④：ルールの明確化） 

Ⅲ ミスは減ってきているが、０でないことが気になりモチベーションが

下がる→「作業時間は縮まり、ミスも減ったのだから今のペースで大

丈夫」とプラスになるような声かけをする（⑪：正のフィードバック） 
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ロ 現業系職種の職業訓練を受講した訓練生の例 

（イ）訓練内容 

梱包箱の作成を行い、商品を梱包し封緘する訓練課題です。梱包箱は型抜

きしたのち組立て、商品は緩衝材で包んだ状態で梱包し封緘する、という作

業内容です。型抜き、組立て、梱包、封緘はそれぞれ独立しており、訓練生

は各作業をローテーションします。各作業とも、与えられた時間枠の中で、

どれだけ品質を保って作業継続できるかに焦点を置き、段階的に作業量を増

やしていくことで作業の習熟を図ります。 

 

図４－５ 訓練課題の例 

 

 
●型抜き作業 
 ＜指示例＞ 

 ・台紙から箱本体部分を切り取って下さい。 

 ・直線部分は定規を当てて切って下さい。 

 ＜評価ポイント＞ 
 ・切り取り線に沿って切り離されているか。 

 ・本体に切り込みが入っていないか。 

 

 
●組立て作業 

 ＜指示例＞ 
 ・折り線に合わせてやま折りして下さい。 

 ・のりしろ部分にボンドをつけて接合して下

さい。 

 ＜評価ポイント＞ 
 ・折り線どおりに折られているか。 

 ・接合部分にズレ、汚れがないか。 

 

 
●梱包作業 
 ＜指示例＞ 

 ・箱の底部に緩衝材を敷いて下さい。 

 ・商品を入れ、緩衝材で囲んで下さい。 

 ＜評価ポイント＞ 
 ・梱包箱が極端に膨れていないか。 

 ・箱を振った際、商品が中で動いていないか。 
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（ロ）取組み及び指導の状況 

対象の訓練生は、いずれの職業訓練においても失敗に対する恐怖があり

（⑥：不安を感じやすい）、その影響か、作業は極端に及び腰でスムーズに

できないことが多く（⑦：動作が緩慢になりやすい）、結果的に失敗しそれ

を繰り返してしまう（④：臨機応変な対応が難しい）傾向の強い人でした。 

 
この訓練課題においても、これらの傾向は顕著に見られました。対象訓練

生はまず、型抜き作業を担当しましたが、指導員が一通りの例示（⑩：やっ

て見せる）をしても、自身の作業でそれを再現することができなかったため、

厚さの薄い用紙で、直線部と曲線部を分けて切ってみる、というように（⑤：

細分化・段階的指示）事前の練習課題を別途用意し、それに取組みました。 

 
しかしながら進捗は思わしくなく、線に合わせて紙を切るということ自体

が本人にとって非常に困難な作業であり、習熟にはかなりの時間を要するこ

とが見込まれました（⑦：習熟の可能性の見極め）。 

また、対象訓練生も自己の能力が周囲の同じ作業をしている人と比較し劣

っていると感じ始め、焦燥感が窺えた（⑪：いらだち、焦りを抱きやすい）

ため、「誰にでも得手・不得手はある、この作業が思わしくなくても、他に

できることがあるかもしれない、次の工程を試してみる価値はあるのではな

いか」とのアプローチ（⑥：適性ある作業の探索）を行い、組立作業に移行

しました。 

 
組立作業においても初見では、折り線から外れて折られている、接合部分

にズレがある、ボンドの量が少なく接合が不十分といった問題点があったも

のの、習熟は見込まれたため、まず折り目をつける工程から繰り返しました

（⑤：細分化・段階的指示）。 

徐々に改善が見られてきた際に、その時点での作業結果と初見の作業結果

との比較を行い、成長した旨を大いに伝えることで（⑪：正のフィードバッ

ク）多少の自信が持てたようであり、その後の作業にも積極性が見られまし

た。 

しかし、接合部のズレについては繰り返し指摘しても改善が見られなかっ

たため、接合の作業は難度が高いことを充分に伝えた上で、訓練生の目前で

品質が不十分である結果物を解体・修正し、作業工程においてどこが問題な

のかを掘り下げ（③：課題把握と問題解決の意識づけ）、クリップ等の補助

具を用いることを提案、作業に反映させるようにし（④：ルールの明確化）、

問題が改善できることを確認しました。 

 
しかしながら、その後失敗を恐れるあまり、この作業時には毎回「これで

良いのか？」と過度に確認をするようになったため（⑥：不安を感じやすい）、

ポイントを踏まえた作業一連の流れをメモし、訓練開始時に参照して内容を
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思い出すよう取り決めた（⑥メモ・指示書の活用、④：ルールの明確化）結

果、問題は解決されるようになり、組立作業に対しては訓練生本人も自信を

持って取り組めるようになりました。（⑪：成功体験・正のフィードバック） 

 
（ハ）支援のポイント 

本事例では、訓練生の職務遂行上の特性（課題）に対し、以下のような対

応を行うことにより改善が見られました。 

 
Ⅰ 過去の失敗経験の影響で常に萎縮傾向にある。 

→初めての作業は失敗して当たり前である、繰り返しながら徐々に習熟し

ていくものだということを伝え（⑥：受容・共感する）、本人ができること

を探し（⑦：適性ある作業の探索）、やればできることを実感してもらう

（⑪：成功体験・正のフィードバック）。 

 
Ⅱ 手際に戸惑い、ひとつひとつの作業を着実にこなしていくことが難しい。 

→作業工程を分けて、それぞれの問題点を掘り下げる（⑤：細分化、③課

題把握）。 

 
Ⅲ 動作は恐る恐るで、不器用さが目立つ。 

→同じ作業を繰り返し、前の結果との比較により、習熟程度を確認する

（⑦：充分な作業反復、⑩：達成基準を視覚的にわかりやすく）。 

 
Ⅳ 指摘されたことを想起し再現することが難しい。 

→作業前にメモを参照し（⑥メモ・指示書の活用）、指摘された内容を想起

することを習慣化する（④：ルールの明確化）。 
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ハ 個別のアプローチが必要な訓練生への対応例 

＜就労経験がなく、障害認識が適切でない訓練生への対応例＞ 

 
（イ）事例概要 

社会人としての常識や心構えを学ぶ機会に恵まれず、物事を好き嫌いで判

断してしまう傾向の強い訓練生に対して、職務に対する適切な認識を促し、

その定着が図れた事例です。 

 
（ロ）取組み及び指導の状況 

対象の訓練生は高等学校中退後、入退院を繰り返し、入校時は共同生活援

助事業を行うグループホームで生活していました。当初より、自己の障害に

ついては「よく分からない、別に困っていない」という発言が見られ、就労

意欲の面でも、自立したいと口にはするものの、就労に対する強い意思は感

じられませんでした（⑧自主性・自発性が見られにくい）。長期間社会との

隔たりがある中で受動的に行動してきた影響からか、些細なことでも自分で

判断することが難しく、逐一指導員に確認しなければ行動できない面があり

ました（③：客観的な自己理解に時間を要する）。また年齢に見合わない幼

稚さがあり、嫌だと感じたことからは、生理的欲求（空腹・トイレ等）を理

由に逃避する傾向がありました。 

 
職業訓練においては、訓練内容を好き嫌いで判断する面が窺えたため、特

に本人の意欲が上がらない訓練課題において、疲労を感じた際に休息を自発

的にとり、その後の作業が継続できる（①：適切なタイミングでの休憩取得）

ように指導しました。この定着は図られ、訓練生は好き嫌いの別を問わず、

いずれの職業訓練においても10分の休憩を挟んで80分間程度は作業を継続

できるようになりました。しかしながら作業量は増えることがなく、習熟し

た作業においても「少しでも多く作業する」という自助努力は感じられませ

んでした。 

 
訓練期間の後半において、それまでの作業量と比較して若干は多いものの、

規定時間内に充分完了可能な見込みのある作業の指示をした際、休憩を取る

ことが先行してしまい、「自分の障害には休憩が必要と言われてきた、休憩

が取れないからこの作業はできない」との発言をし、職業訓練を拒否してし

まうことがありました（④：臨機応変な対応が難しい）。そこで、「仕事では

一定の拘束時間の中で、見込まれる作業量をこなすことで対価が得られるも

のであり、それがこなせない状況下では休息を当たり前に取ることは許され

ない、無理な作業量ではない、少しでも急いで時間内に仕事を終わらせよう

とする姿勢が大切である」ということを説諭しました（④：暗黙のルールを

公のルールに）。説諭の場面では訓練生は非常に感情的になりましたが、促

しを続けることで納得が得られ、拒否した際と同じ作業量を既定時間内に完
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了することができるようになり、その後の作業速度も向上が見られるように

なりました。 

 
（ハ）支援のポイント 

本事例では、訓練生の誤った障害認識の是正および職業に対する理解の向

上に関して、以下の対応をすることで効果が認められました。 

 
Ⅰ 休憩に対する誤った認識 
→必要なことは認めるが、社会通念上の職務における休憩とはどのようなも

のかを継続的に促し、どのような状況で休憩を取れるのかを明確にする。（①

適切なタイミングでの休憩取得、④ルールの明確化）。自分の行動・認識が社

会的にどのような評価をうけるのか掘り下げる（⑨目的、行動、結果のシミ

ュレーション、⑧ロールプレイの活用、③振り返りによる課題把握）。 

 
Ⅱ 自助努力の希薄さ 

→望まれる職務に対する姿勢とはなにかを説明した上で、手の届く段階のレ

ベルの作業に取り組んでもらい、クリアしたことを大いに褒める（⑪：スモ

ールステップ、成功体験・正のフィードバック） 

 
ニ 個別のアプローチが必要な訓練生への対応例 

＜理想が高く、オーバーワークに陥りがちな訓練生への対応例＞ 

 
（イ）事例概要 

目標を高く設定してしまい、結果として目標達成に至らないことが多いと

いう課題を有する訓練生に対し、グループでの作業を通じて、本人の課題へ

の認識を深められた事例です。 

 
（ロ）取組み及び指導の状況 

対象の訓練生は、日常的に自己実現に対し高い理想を持っており、何事に

も「こうあるべき」という思考をする傾向がありました。しかしながら、現

実には自分の想定と裏腹に、上手く行動できず葛藤し、結果を伴わないまま

時間が経過してしまう、といったことが往々にしてありました。集団の中で

は、積極的に意見を述べることができ、気さくな性格も相まって中心的人物

になりやすい人でした。 

 
職業訓練でのグループ作業においても周囲から頼られることが多く、文化

祭のような催事の企画・運営にあたる時も、グループ内でのリーダー的役回

りを、やり取りの流れの中で引き受けてしまうような場面がありました。こ

の時対象訓練生の考案した内容は、他者が考えるものより大きい構想のもの

で（③：現実的でない思考パターン）、既定の時間内に準備が完了できるか
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懸念されましたが、話し合いの末、本人の意見を尊重する形で作業が開始さ

れました。しかしながら作業が進行してゆくにつれ、時間が不足することが

明らかになり、本人は自責の念に駆られ、焦燥感にさらされることになって

しまいました（⑪：いらだち、焦りを抱きやすい）。無論、その状態での作

業は集中を欠き、進捗は滞りました（②：注意力が続かない）。 

そこでまず、残りの時間で当初予定していた内容のどの部分を優先し完了

するのかを絞り込み（②：達成基準の具体化）、グループ全体の士気の回復

を図りました（⑪：できたことを伝える）。結果的に、準備は一定の形で完

了することができ、催事も無事行うことができました。 

その後、本人に対し今回の件について、「作業完了時のイメージを大事に

し、それに向かい努力することは大切であるが、自分たちの力が及ぶ範囲の

作業量を見極めて、できる作業を堅実に行うことも重要である。これは今後

就職し、生活を成り立たせていく上でも非常に重要なことだと思う。」との

促しを行いました（③：振り返りによる自己の課題把握と問題解決への意識

づけ）。本人の思考に対する指摘はそれまでも行ってきたところでしたが、

対象の訓練生にとっては、グループワークにおいて自己の思考が他者へ影響

を及ぼすに至ったということから大きな気付きを得たようで、その後は以前

と比較し、現実的な計画を行うということに対して意識が向くようになりま

した。 

 
（ハ）支援のポイント 

本事例では、自己の持つ力以上を必要とする場面に自らを追い込んでしま

う傾向のある訓練生に対し、以下の対応が有効でした。 

 
＜目標を高くしてしまう＞ 

→理想は理想として、現実には自分はどこまで到達できるのかを見極める

（④：理想とできることの区別）。 

 
＜時間制限がある中で作業が思うように進まず焦ってしまう＞ 

→時間内に何がどれだけできるのかを明確にする（②：達成基準の具体化）。

作業工程を段階的に分け、モチベーションを維持しつつ作業遂行する（⑪：

できたことを伝える）。 

 
＜上手く出来なかったことに対して自責する＞ 

→とった行動に対して、良かったと評価できる点は大いにその旨を伝え、反

省すべき結果は、原因と対処について考える時間を持つ（③振り返りによる

自己の問題把握と問題解決への意識づけ）。 
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４ 家族との連携について 

（１）家族との連携の必要性について 

安定した職業生活の維持のためには、技能習得の他、服薬の順守といった確実

な医療的ケアを受けることや疲労の蓄積を避けるための睡眠時間の確保といっ

た規則正しい生活を維持することが必要となります。 

職業訓練の実施にあたっては、本人の生活を支える一番身近な存在である家族

との継続的な情報共有を図ることで、訓練場面では把握が難しい生活面や医療面

の課題について把握することができます。また、このことは訓練上の課題を解決

する糸口を発見することにもつながります。 

特に、精神障害者の場合には、体調の管理が安定した職業生活の維持の重要な

ポイントとなることから、生活面の支援者である家族との連絡や相談は必要とな

ります。 
家族には訓練生の状況に応じて以下の役割が期待されます。 

①周囲からの情報が複雑で訓練生が混乱している場合、訓練生からの求めに応

じてともに整理する。 

②就労場面で実力を発揮するための生活環境を整える。 
③訓練生のあらゆる変化について気付く。（必要に応じて家庭での状況を能開

施設や職場、医療機関、支援機関に伝える） 

 
家族との連携を図るためには、家族と指導員が訓練生の障害特性や職業上の課

題、効果的な対応方法について共有していることが重要です。そのため指導員に

は、訓練生の訓練上の課題の把握に加え、家族の支援体制など、訓練生を取り巻

く環境についてもできる限り把握に努めることが望まれます。なお、家族との連

携による支援においても、訓練場面における訓練生への支援と同様、個々に必要

な支援の内容は異なります。精神障害者の中には、定期的な状況確認のみで安定

した職業生活が維持できる人や自己管理がしっかりとできている人もいること

から、家族からの過剰な支援により訓練生の自発性が損なわれることのないよう、

各々の状況を把握し、それに基づき家族と連携を図ることが必要となります。 

 

 
（２）家族との連携における留意点について 

訓練生が家族と同居している場合や身近に生活している場合において、家族は

訓練生の、発症前の健康な状況から、精神疾患の発症初期や症状が思わしくない

時期（急性期）、回復へ向けてのリハビリを受ける時期といった、様々な回復の

過程を目の当たりにしています。精神障害への社会的な理解不足から、医療機関

を受診するまでに時間を要したり、急性期の突発的な言動を経験している家族の

場合には、訓練生の就労を希望する気持ちの一方、訓練生の症状悪化に不安を抱

き、職業訓練によるストレスへの不安といった、様々な気持ちが入り混じってい

る背景についても、指導員は支援者として理解をする必要があります。 

家族との信頼関係を構築するためには以下の留意点が挙げられます。 
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家族では対応できない事情（例：訓練生が単身生活をしている、家族との関係

が安定していない、家族が高齢等の事情により積極的支援が難しい）がある場合

には、地域生活支援センターといった支援機関の協力を得て、家族の支援する力

を補うことも視野に入れることが必要です。 

家族との連携に際しては、その前提として訓練生、家族の同意が必要となりま

す。訓練生が家族の関与を拒否する場合には、粘り強く訓練生に支援の必要性を

伝えることが必要となります。課題が生じた際に初めて訓練生に対して家族と連

絡を取る旨の同意を得ようとしても、必要性の理解が得られないことも考えられ

るため、入校の段階で、「緊急時や必要な時には指導員と家族で連絡を取り合う

こと」の必要性や意味合いについて説明し、訓練生の同意を得ておくことをお勧

めします。 

また、精神障害者の支援に際しては、本人・家族と能開施設の指導員のみでの

生活面の課題改善を図ることは難しく、医療機関や福祉機関といった様々な支援

機関のチームによる支援を行うことが必要になります。支援ネットワークについ

ては、P.96 の「５ 関係機関との連携について」を参照してください。 

 
（３）家族との連携におけるポイントについて 

家族との連携において、ポイントとなる点を以下に記します。 

イ 入校前 

入校前には、訓練生や家族の職業訓練に対するニーズ把握を行う必要があり

ます。家族との信頼関係が未構築であることがほとんどであるため、丁寧かつ

プライバシーへの配慮に留意しながら必要最低限の情報のみを確認します。以

下は聴き取る必要のある情報の例です。 

 

 

 

 
 

 

 ・訓練生の職業上の課題について、訓練上で現れた具体的なデータやエ

ピソードを基に、客観的に説明できるよう心がけること。 

・家族が訓練生に関わってきた姿勢や時間を尊重すること。 

・家族が何をどのように支援すればよいかわからない、何が問題かわか

らない、どこに相談すればよいかわからないということがあるという

ことを理解し、丁寧な説明や必要な情報提供を行うこと。 

・自分たちだけで解決しなくてはならない訳でなく、様々な協力を受け

られる機関があることを情報提供できるよう準備しておくこと。 

・生活のリズム 

・訓練生の障害認識 

・障害特性や生活面での課題に応じた訓練上の留意点 

・訓練修了後の希望 
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ロ 入校～訓練初期 

入校後、訓練初期時点ではまず、訓練実施及び就職にあたって家族の協力が

必要と考えられる事項や職業訓練上の支援目標といった重要な内容について

伝え、共通理解を得ることが必要です。信頼関係の構築を念頭に置きながら、

以下の内容について把握したり、共有することが望まれます。 

 
 

 

 

 
 

 

 
この際、家族が訓練生の課題をどのように捉えているのかについて確認し、

家族が抱える不安や悩みについても相談を行うことで、その後の効果的な家族

との連携につながります。 

 
ハ 訓練中期 

訓練中期には、可能であれば家族に訓練場面を見学してもらうことにより、

訓練生の入校前との状況の変化を確認してもらいます。その際、家族には訓練

生の職業的課題に対する具体的な支援状況について説明し、入校前との状況の

変化を観察、実感してもらうことで、訓練生のこれまでの訓練成果と引き続き

対応を必要とする課題についての理解を促します。また、就職活動に向けた訓

練生及び家族の意向について確認し、家族間で話し合いを行うように依頼しま

す。 

 
ニ 訓練中期～後期 

訓練中期から後期にかけては、就職活動に向けて、就職活動支援の方法や希

望する職種・労働条件について確認するとともに、就職活動の進捗状況につい

て適宜説明していきます。様々な変化が生じる時期であるため、訓練生の精神

的な面や疲労度についても、家族から聴き取りを行います。 

 

 

・訓練場面で把握された訓練生の課題を家族に説明し、共有する 

・訓練場面では指導員が把握できない事項（例：生活暦、集団生活への適

応状況、支援機関や医療機関の利用経過）を家族から聴き取り把握する 

・能開施設における支援内容を説明する 
・職業訓練実施及び就職に際して、家族の協力が必要な事柄を整理し、確

認する



 

- 95 - 
 

（４）家族との連携による支援の事例 

 家族と連携し訓練生の生活改善への支援に取組んだ事例を紹介します。 

＜支援上の課題＞ 

訓練生は環境変化を不得手とする障害特性により、訓練場面での緊張が高いこ

とに加え、生活リズムの乱れから、遅刻や欠席が多くなり、安定した通所が困難

になっていました。生活リズムの改善には、家族による生活面の支援が必要と思

われつつも、家族が多忙を極める状況にあることから本人への積極的な支援を行

うことが難しく、訓練初期段階では具体的な対処方法を講じることができません

でした。 

 
＜指導員の対応＞ 

まずは、訓練開始後の早い時期に、家族と訓練受講前に利用していた支援機関

（デイケア）スタッフとの面談を行い、訓練生を取り巻く生活環境やこれまでの

生活状況について改めて確認を行いました。 

家族との面談により、以下の点が確認されました。 

・現在の生活は、身の回りのこと一切を訓練生自身が行わなければならず、日

常生活の負担が大きい。 

・家族は訓練生に対して高い期待を持っており、激励の気持ちからしっかり職

業訓練に通うよう負荷をかけるような発言をしばしば口にしている。 

 
家族との面談では、安定した通所のために家族の協力が必要となることの説明

を訓練実施状況を踏まえて行い、家族の理解が得られるように留意しました。  

家族との面談の結果、安定した職業訓練の受講、職業生活の維持には家族の協力

が不可欠であることの理解を得ることができ、以下の対応を取ることになりまし

た。 

 
＜家族との面談後の対応・支援方針＞ 

 ・家族が訓練実施中に能開施設を訪問し、訓練生の様子を確認してもらうこと

で、訓練場面を介して障害特性の理解を深めること。（休息の重要性について

理解を深めてもらうこと。） 

 ・家庭生活では、訓練生と家族の間で家事を分担し、訓練生の家庭生活での負

荷を調整すること。 

 ・まずは、週３日程度の短時間での訓練受講とし、様子を見ながら１ヶ月ごと

に訓練時間を徐々に伸ばしながら、安定した通所を目指すこと。 

 ・家族と訓練生との距離感について見直し、見守ることも意識しながら訓練生

のサポートを行うこと。 

それらの結果、過度のストレスがかからず安定した通所ができるようになり修

了までにはフルタイムでの訓練受講ができるようになりました。 
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５ 関係機関との連携について 

（１）関係機関との連携の必要性について 

 精神障害は、疾病と障害が共存しているといわれています。疾病の状況が変わ

ると障害にも影響を与えますし、環境の変化やストレス等により症状が変化する

可能性もあります。症状が固定できにくいため、就労に向けた支援は負荷のかか

り具合を見ながら段階的に進める必要のある場合が多く、医療機関の支援により

疾病の状況を継続して確認することが重要です。 

 また、精神障害の障害特性は多岐にわたるため、個々の状況に応じた生活面で

の支援が必要となるほか、精神障害者の多くは中途障害であり、障害受容や生活

スタイルをやむなく変更せざるを得ない負担から心理面での支援も必要となり

ます。 

課題によっては能開施設職員だけの対応では、訓練生のみならず職員にも負荷

が重くなりすぎることもあります。訓練生の中には、入校前に作業所といった通

所サービス施設や病院のデイケア、就労支援機関といった支援機関に関わってい

る人も多く、これらの訓練生との信頼関係が構築されている関係機関と、一人一

人の課題にあった支援ネットワークを作ることで、訓練生、職員双方の負担を軽

減することもできます。 

職業訓練の安定した受講、就職活動のスムーズな実施、職場への定着のために

は、関係機関との連携は欠かせません。 

なお、関係機関との連携は、まずは訓練生の同意を取った上で進めることが重

要です。 

 

（２）各関係機関の役割について 

  イ 医療機関 

主治医は、医療面での相談では欠かせない存在となります。多少知識があっ

ても医学的な面に関しては素人判断でみてしまうのではなく、必ず主治医に相

談することが大切です。特にどのような環境要因や刺激があると再発の恐れが

あるのか、情報収集をしておくとよいでしょう。 

    主治医からの情報収集は、 

    ① 文書（主治医の意見書等） 

    ② 電話 

    ③ 診察時の同行 
といった方法があります。どの方法であれば協力を得やすいか、事前に本人を

通して確認しておくことが大切です。 

医療機関によっては、主治医とチーム支援を行っている精神保健福祉士やケ

ースワーカー、デイケアのスタッフが相談の窓口となる場合もあります。 

 
ロ 保健所 

精神疾患や精神障害、地域生活支援、障害福祉サービスの利用に関し、一般

相談から専門的相談まで幅広い相談を行っています。都道府県、政令指定都市、
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中核市、特別区等が設置しています。相談には保健師や医師といった専門スタ

ッフが応じています。保健所によってはデイケアや専門グループワークとして、

グループ活動を行っているところもあります。訓練生が利用登録をしている場

合は、保健師やデイケアスタッフから障害特性や配慮事項に関する情報提供を

受けることができます。 

グループ活動を利用していない場合でも、地域の保健師が健康相談や生活相

談を通して関わっている場合があります。保健師は医師との情報共有を図って

おり医療情報の収集ができることもあるので、本人に確認してみるとよいでし

ょう。 

 
  ハ 精神保健福祉センター 

都道府県や政令指定都市が設置する機関で、精神保健に関する専門的相談や

広報活動、調査研究、地域の関係機関への技術援助や職員向け研修、ネットワ

ーク作りを行っています。精神障害者保健福祉手帳の交付の際の判定や通院医

療費の公費負担の判定も行っています。 

センターによっては、通所のリハビリテーション活動（通所訓練事業）を行

っているところもありますので、訓練生が利用していた場合はスタッフから障

害特性や支援方法に関する助言などを得ることができます。 

 
ニ 障害者自立支援法における障害者福祉サービス事業所 

 障害者自立支援法では、就労移行支援、就労継続支援、自立訓練、共同生活

援助、相談支援、地域活動支援といった各種サービスについて規定しています。 

 障害者自立支援法以前の旧事業体系では、精神障害者社会復帰施設と位置づ

けられてきた「精神障害者授産施設」や「精神障害者福祉工場」が、新事業体

系では「就労移行支援事業」「就労継続支援事業（Ａ型、Ｂ型）」へ移行されま

した。また、小規模作業所の中にも、新事業体系に移行したところもあります。 

 訓練生がこれらの機関を利用している場合は、本人が通っていた時の生活状

況や作業状況、特性について職員と情報交換できると職業訓練にも活用できる

でしょう。 

これらの機関が訓練生の心のよりどころとなっている場合も多いので、訓練

期間中から密に連携しておくと訓練修了後のフォローアップも行いやすくな

ります。 

 
ホ ハローワーク 

 ハローワークでの障害者の職業紹介業務については、障害者がハローワーク

の専門援助部門で求職を申し込むことから始まり、求職登録票に障害の状況、

技能、適性、希望職種等が記載され、この登録票に基づいてケースワーク方式

による相談が行われています。この登録は就職後も継続されてフォローアップ

に活用されます。 

 職業訓練に関しては、受講の斡旋や訓練修了後の就職に関する支援を行う重
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要な関係機関です。スムーズな職場実習先の開拓や職業紹介のためにも、職業

訓練の受講状況や技能の習得状況、雇用上の配慮事項について専門援助部門の

職員や、必要に応じて雇用指導部門の雇用指導官に早い段階から情報提供を行

うことがポイントとなります。 
 

ヘ 地域障害者職業センター 

 地域障害者職業センター（以下「地域センター」という。）は「障害者の雇

用の促進等に関する法律」に基づき全国 47 都道府県に設置されています。就

職に関する相談や職業評価を通して支援の方向性を定め、就職への準備性を整

える職業準備支援やジョブコーチ支援といったサービスも活用しながら就労

支援を行っています。事業主に対しては、障害者雇用に関する専門的な助言を

実施しています。 
 訓練開始前に訓練生が利用していた場合は、地域センターの障害者職業カウ

ンセラーから職業評価の結果や利用したサービスの利用状況をもとに訓練生

の障害特性や職業適性、職業訓練や就職のための配慮事項について情報を得る

ことができます。 
訓練修了後は、就職活動支援やジョブコーチ支援についての協力も得られる

ので、訓練生の進捗状況や就職活動の方向性について情報共有しておくとよい

でしょう。 

 
ト 障害者就業・生活支援センター 

 都道府県知事が指定する民間法人、社会福祉法人や特定非営利活動法人（Ｎ

ＰＯ）が運営しており、身近な地域で就業面と生活面の支援を行う機関です。

自治体によっては、独自の制度により就労支援センターといった形の支援機関

を設置している場合もあります。 

 就職に関する相談や就職に向けての準備（作業指導や職場実習）、就職活動

に関する支援の他、ジョブコーチ支援を実施しているところもあります。 

生活面では生活習慣の形成、健康管理・金銭管理といったの日常生活の管理

や住居・年金をはじめとした生活設計に関する助言も行っています。 

精神障害者（特に統合失調症の人）はこれらの支援を利用していることも多

く、職業訓練における安定した受講や就職活動に関する助言が得られることか

ら、地域センターと同様の連携を行うと効果的な支援につながります。 

 
チ 地域生活支援センター 

訪問を含めた日常生活支援や相談のほか、地域交流活動として食事会や余暇

活動などを行っています。 

 
（３）各段階で連携する関係機関について 

イ 入校前 

入校前か入校後できるだけ早い段階で、訓練生の障害特性に合わせた対応の
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ノウハウについて、関係機関（この場合は、入校前から支援やサービスを利用

している機関）からの情報収集を行います。 

また、職業訓練や就職活動の進め方といった、支援計画に盛り込む内容つい

て情報共有や支援体制と役割分担の確認を行います。職業訓練と就職活動を円

滑に進めるためには、事前に共通した認識を持つことが重要です。十分に意思

疎通を行い、チームで本人を支えるという認識を持つことができれば、職業訓

練においてもその後の就職においても目標達成がしやすくなります。 

表４－１３ 入校前段階で連携する関係機関の例 

 関係機関

 

 

 

 
 
連携内容 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク 

地
域
セ
ン
タ
ー 

就
業･

生
活
セ
ン
タ
ー 

医
療
機
関 

職歴やこれまでの就職活動・職業相談などの情報収集 ○ ○ ○   

障害特性や配慮事項についての情報収集  ○ ○   

通院・服薬状況、健康管理、医学的な配慮に関する情報収集    ○ 

求人状況など、労働市場の情報収集 ○    

 
ロ 訓練初期 

安定受講のためには、①主治医を始めとする医療機関 ②本人と信頼関係が

できている通所サービス事業所や就業･生活支援センターといった支援機関 

③日常生活をともにしている家族等と情報を共有しながら進めていくことが

大切です。支援機関と定期的に家族や本人を交えたケース会議を実施したり、

何かあった時はすぐに連絡を取り合うことで、職業訓練の方向性や支援の方法

を一緒に考えていくことができます。 

表４－１４ 訓練初期段階で連携する関係機関の例 

 関係機関

 

 
 

 

 
連携内容 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

地
域
セ
ン
タ
ー

就
業･

生
活
セ
ン
タ
ー

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

医
療
機
関

通院･服薬状況、健康管理、医学的な配慮に関する情報収集     ○  

余暇活動の情報提供    ○   

障害特性に応じた効果的な支援の相談  ○ ○   

体験的職場実習先の情報収集 ○  ○   
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ハ 訓練中期～就職活動期 

就職活動の本格実施にあたり、就職活動の方針について、ケース会議等を通

して訓練生や家族、関係機関との共通認識を持った上で連携し、支援を進めて

いくことが大切です。 

その際、関係機関と能開施設では、それぞれの立場や得意分野が違うことか

ら、相互に役割を理解し、互いの得意なところを発揮できるよう協力関係を持

つことが重要です。 

 

表４－１５ 訓練中期～就職活動期段階で連携する関係機関の例 

 関係機関

 

 
 

 

 
連携内容 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク 

地
域
セ
ン
タ
ー 

就
業･

生
活
セ
ン
タ
ー 

医
療
機
関 

就職を目指した職場実習先の情報収集 ○     

求人状況や労働市場の情報収集 ○     

トライアル雇用など、雇用制度の調整 ○    

就職を目指す事業所内での支援調整(ｼﾞｮﾌﾞｺｰﾁによる支援等） ○ ○ ○  

職業生活に入るにあたっての健康管理の相談    ○ 

 

ニ 訓練修了後 

訓練期間中に就職が決まった段階、または職場実習実施期間中といった就職

が決まりそうな段階に、就労支援機関（ハローワークや地域センター、障害者

就業・生活支援センター等）に就職後のフォローアップに関する連携を依頼し

ます。 

訓練期間中に就職が決まらなかった場合は、就労支援機関に職業訓練の状況

を伝え就職に向けた方針を検討するとともに、就職後にスムーズに支援を依頼

できるようにしておくことが望まれます。 

なお、詳細な連携方法については、次年度発行予定の精神障害者編Ⅱに掲載

いたします。 

 
（４）関係機関との連携方法 

イ 支援ネットワークの構築 

関係機関との連携を円滑に進めるためには、P.43 の「第２ 受入準備のポ

イント ３精神障害者の受入れルート」でも述べましたが、支援ネットワーク

を構築することが有効です。具体的な進め方については、以下の例を参考にし

てください。 
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   ①ハローワークや地域センターを訪問し、地域の関係機関についての情報を

収集します。 

   ②各関係機関を訪問し、利用できるサービス、協力を得られる範囲や対象に

ついて把握します。 
   ③訪問の際には、能開施設の役割やサービスについて説明し、協力関係への

理解を進めます。 

   ④ハローワーク主催の障害者就職支援担当者会議や関係機関による連絡会

議、地域で開催される各種会議に参加し、情報収集とともに能開施設の広

報を行います。 

   ⑤可能であれば関係機関を参集した連絡会議を開催し、訓練内容や配慮事項、

職業訓練の対象者像、支援に関する連携方法等について意見交換を行いま

す。 
 

 ロ 訓練期間中の連携 

   ①具体的な支援のための連携構築 

・実際に関係機関の支援を必要とする訓練生がいる場合には、先方の支援担

当者に連絡を取り、支援実施の可否について相談をします。 

   ・支援が得られる場合は、訓練生の同意も得た上で、職員が同行して支援機

関を訪問します。 

   ・訓練生と関係機関の担当者間に信頼関係が形成されたら、後は訓練生のみ

で定期的に関係機関を利用できるよう支援します。 

   ・関係機関の利用状況については、直接訓練生から聴き取ったり、関係機関

の担当者と連絡を取りあうことで把握します。 

   ②ケース会議の開催 
   ・訓練生に関わる支援者が一堂に会し、訓練状況の情報を共有するとともに、

支援の方向性の検討や役割分担の確認を行います。 

   ・実施時期については、訓練中期や修了前の段階、その後の方針を検討する

ために一定の時期に行う場合と、訓練生の状況に応じて個別に行う場合が

考えられます。 

   ③問題発生時（緊急時）の連携 

   ・症状に関わる体調不良が窺われる場合は、医療機関と連絡を取って必要な

対策を講じるとともに、家族や関係機関に連絡をして支援体制を整えます。 

 

 
（５）関係機関との連携による支援の事例 

 ＜関係機関との連携により安定受講を目指した事例＞ 

 （訓練生の概要） 

・40 代前半の男性。統合失調症。父親と金属加工業で自営を営んでいました

が、父親の死去により廃業しました。 

・機械製図の職業訓練を受講。母親の意向もあり、正社員勤務を希望していま
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した。 

 （訓練の経過） 

・入校後 1 ヶ月後から、遠距離通所による疲労感や職業訓練での緊張感、就職

への焦りといった精神的不調や不眠、胃痛、腰痛、目まいなどの体調不良を

訴えるようになりました。主治医との連携の必要性を感じ、本人をとおして

連絡手段を確認してもらったところ、文書でのやり取りであれば協力を得ら

れるとのことでした。そこで、訓練状況を文書にとりまとめて、定期通院の

際に訓練生に持参してもらい訓練受講に関する助言を依頼しました。主治医

からは当面訓練時間を短縮することを提案され、水曜は休み、それ以外の曜

日は午前中のみの訓練受講として様子を見ることになりました。 

  ・２ヶ月後には、主治医からの火曜と金曜は通常の時間での訓練受講が可能と

の許可を得て訓練時間を延ばしましたが、就職活動へのプレッシャーから体

調不良の訴えが再度高まってきました。本人の特性として就職への焦りが強

いことから、本人の訓練受講を安定させるためには無理のない範囲での就職

活動も並行させることが必要と判断し、主治医に就職活動について問い合わ

せたところ、短時間の軽作業であれば可能との返答でした。 
・本人の就職活動を進めるためには、本人を支援する関係者が足並みを揃える

ことが必要と考え、入校前に本人が登録していた地元の就労支援センターを

訪問し、ケース会議を行いました。その場では、短時間訓練である状況を踏

まえ、移行支援事業所も視野に入れた無理のない就職活動をすることで、本

人も含めて方向性の確認をしました。 

・その後、ハローワークで就労継続支援事業所（Ａ型）の求人情報を見つけま

した。見学や利用相談を通して、本人も利用を前向きに考え始めましたが、

母親が収入が低いことを気にしているとのことでした。母親とは、訓練時間

の調整や就職活動の方針について度々電話で説明をしていましたが、就労継

続支援事業所のメリットとデメリットを説明し、本人の訓練状況を見るとメ

リットの方が大きいと思われることを伝え同意を得ました。 

  ・就労継続支援事業所の利用が決まってからも、本人は時折一般企業への就労

に気持ちが揺れることがありましたが、主治医や就労支援センター職員から

も徐々にステップアップするよう繰り返しアドバイスを受けたこともあり、

体調不良の頻度も減少し、水曜日の公休日以外は定時の訓練受講ができるよ

うになりました。 

 
 （支援のポイント） 

早い段階から受講状況が不安定になったこともあり、こまめに主治医、家族、

就労支援センターといった関係者に訓練状況を伝え、支援の方針を共有して

いきました。それにより、本人の気持ちが揺れた時にも同じ目線での助言や

励ましを行うことができた点が、受講状況の安定につながったものと思われ

ます。


